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京都大学では、1 年に 1 回、自家用電気工作物定
期点検の実施のために、計画停電をおこなっている。
例年、桂キャンパスでは、10 月上旬頃の日曜日の午











30 日（日）に予定されていたが、台風 24 号の接近














年 月 日 出 来 事 
2018年 
9 月 30日 
桂キャンパスの計画停電が、台風 24 号




機制御用 PCが 2台とも破損した。 
2019年 







































たヘリウム液化機制御用 PC が 2台（主機・予備機）
ともに破損し、送電後もPCを起動できなくなった。 












































































図 2. タービン温度センサーのコネクタ。 
図 3. タービン温度センサー本体。 




















温度センサー本体（R. Flach Elektronik, Pt 100 mit 












速やかな復旧を目指した。これらの PC の OS は
Windows XP であり、この当時すでにサポートが終
了していた OS であったため、業者殿の方で PC を
準備することができないとの回答であった。そこで、
Windows XP を搭載した中古 PC2 台とそれらに対応


























































Windows XP を搭載した PCでしか運用できない。今
回のように古い OS を搭載した PCが破損した場合、





































































































※本稿は「技術研究会 2020 千葉大学 報告集」に掲載されたものです。
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